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【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ  19/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  23/06     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/04     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/06     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/28     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/08     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/14     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｒ  13/639    (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  23/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 105/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｖ  19/00    ５１０　
   Ｆ２１Ｖ  23/06    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/02    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/04    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/06    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/28    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/08    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｚ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｒ  13/639   　　　Ａ
   Ｆ２１Ｖ  23/00    １６０　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ２５０　
   Ｆ２１Ｙ 105:00    １００　

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月23日(2014.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光体と、装着部と、を有し、
　前記発光体は、光学部材と、封止部材と、第１の端子と、第２の端子と、磁性部材と、
発光素子と、を有し、
　前記装着部は、磁石と、第１の接点と、第２の接点と、を有し、
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　前記発光素子は、前記光学部材と前記封止部材との間に設けられ、
　前記発光素子は、第１の電極と、前記第１の電極に重畳する第２の電極と、前記第１の
電極と前記第２の電極との間に設けられた発光物質を含む層と、を有し、
　前記第１の電極又は前記第２の電極は前記発光物質を含む層が発する光を透過し、
　前記第１の電極は、前記第１の端子と電気的に接続され、
　前記第２の電極は、前記第２の端子と電気的に接続され、
　前記磁石は前記磁性部材を引き寄せ、前記第１の端子は前記第１の接点に接し、前記第
２の端子は前記第２の接点に接して、前記発光体が前記装着部に脱着可能に固定される照
明装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第１の接点又は前記第２の接点の高さが可変である照明装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記装着部は、
　　前記磁性部材に向かって前記磁石が摺動する摺動機構と、
　　前記磁性部材から前記磁石を遠ざける弾性体と、
　　前記第１の接点と前記第２の接点に電力を供給する開閉器と、を有し、
　前記開閉器は前記摺動機構と連結され、
　前記磁性部材の接近に伴い、前記磁石は、前記弾性体の応力に反して前記磁性部材に向
かって摺動し、
　前記開閉器はオン状態となり、前記第１の接点と前記第２の接点とを介して前記発光体
に電力を供給する照明装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一において、
　前記封止部材が前記磁性部材を兼ねる照明装置。
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